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   A case of spontaneous disappearance of pulmonary metastases following nephrectomy 
for hypernephroma in a  69-year-old male patient is reported. 
   For six months this patient had been sufferingfrom dull pain and occasional colic pain 
in the right flank and dysuria. No gross hematuria had been noted. Urological examinations 
revealed parenchymal tumor of the right kidney. X-ray of the chest revealed at least seven 
or more nodular metastatic lesions throughout both lung fields. After nephrectomy for the 
hypernephroma those metastatic lesions decreased in size and number gradually and almost 
completely disappeared eighteen months after the operation. 
   At present he has no complaints and is quitehealthy. 
   Eighteen similar cases reported on literature are discussed. 
   Postulations as to regression or disappearanceof malignant umors are also discussed.
肺転移を伴なつた副腎腫 の症例 に於 いて,原
発巣を別除 した後,そ の転移巣 が放射線照射,
抗癌剤の使用或は肺葉部分切除等 の肺 の悪性腫
瘍に対する直接の加療 な しに,全 く自然 に消失
したと言う報告は,今 日で も左程多 いもので は
ない.即ち この種 の症例は,Bumpus(1928)
の第1例 の報告に初 まり,現 在までに欧米及 び
本邦で17例の報告が あるのみで ある.我 々は最
近これらのfital》非r尚レこ士 ぐiDI≠re{IS;Gltffvつた
1例を経験 したので,蕪 に報告す ると共に,併




































































































して原発巣或いは転移巣が直接 何 ら治療 を加え
ないで全 く自然に消失す ると言 う事実 が文献上
報告されている・Fauvet(1961)によれば,
一般悪性腫瘍が 自然に消失 した と言 う報告 は8
万～10万に1例 程度であ ると言 う 叉Everson
andCole(1956)は文献的 に,叉 は私信に よ
り得 られた約600例の悪性腫瘍症例を観察 し た
結果,明 らかに この様な事実 があつ たと考 えら
れるものは47例であつた と述 べている.こ れ ら
の症例のうちわけを見 ると,膀 胱癌,乳 癌,大
腸直腸癌,肺 癌等か なりの種類の悪性腫瘍 に及
んでおり,副 腎腫2例 も含 まれている.
次に原発巣に何等の加療 もしないのに転移巣
が自然に消失 した と言 う事実に関 し て は,de
Veer(1960)は恐 ら く甲状腺 原発 と思 われ る
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肺の肉腫 が,Schifer(1960)は尿管悪性腫瘍
の肺転移巣がそれぞれ 自然 に消失 したと言 う例
を報告 している,副 腎腫についてはKlimpe1
(1957)がその腸管転移巣が,又 石 田 栗栖
(1958)は胸膜転移巣がそれぞれ自然に消失 し
た と言 う症例を記載 してい る.副 腎腫 の骨転移
に関 する同様の文献は発見 し得 なかつた。
副腎腫の肺転移巣が原発巣 を別除 した後,転
移巣 に何 ら治療 を加 えないのに,一 般 に レ線像
上全 く自然に消失 した と言 う我 々の症例と全 く
類似の症例を文献 より集めてみると,今 日でも
非常 に少ない ものであつて,Bumpus(1928)
の第1例 以来現在 までに欧米及 び本邦で18例の





















































































































これ らの症例を検討 してみ ると,肺 転移巣は
殆 んどが両肺に多発性 に発生 した ものである.
叉転移巣の消長は単 に レ線像のみに よつ て判断
されてい る.し か しLjumggrenの1例では,
術前開胸術 により副腎腫の肺転移 が組織学的に
証明 されたに も拘 らず,術 後1年11ヵ月での剖
見で肺内には全 く副腎腫細胞 が発見 されなかつ
た.叉 術前 よ り呼吸器症状を呈 した ものはわず
か3例 にすぎない
肺転移 が完全に消失 した と確認 され るまでの
期間は最低3ヵ 月か ら最高4年 後 である.
消失するに到 る過程 も症例に よつて異 る.
術前,既 に肺転移が証明 され,術 後順調 に消
失 した と言 うのが大部分であ るが,Jenkinsの
例では4年 後完全 に消失 しながら8年 後に再 び
小 さな陰影を認 めた と言 う.更 にBurnpusの
例では,術 前 になかつた肺転移巣が術後に現れ
てか ら,消 失 した ものであ り,Mannの 例で
は術後肺転移 はむ しろ増大 してか ら消失 した と
報告 されている.こ の現象は,後 述 の悪性 腫瘍
に於け る抗元抗体反応 の概念 と合 せ考 えるに非
常 に興味深 いものがある.
転移病巣の自然治癒に関する考察
EversonandColeは一般 の悪性 腫瘍 が何
ら治療 を加 えないのに,自 然に消失す る原因に
ついて,1)内 分泌の影響,2)外 科的手術侵襲
の影響,3)診 断に用いた治療量 に達 しな い レ
線の影響,4)発 熱又は急性感染症並 びに5)ア
レルギー反応及 び腫瘍 自体 の栄養障害等の5つ
の要素が考え られるとのべている.又Graham
andGraham(1955)は48例の婦人科的悪性腫
瘍患者に於 て,そ の腫瘍に対 して抑制的に作用




皮腫の肺転移巣が原発巣 別除に より自然消失 し
た1例 の報告に際 して,手 術に より血中に流 出
した腫瘍細 胞のために,一 種 の 特 異 な 抗 体
Syncytiolysinが産生 され,こ れが転移巣に作
用するので あろ うと言 う説を立 てた.Bumpus
は副腎腫 の場合 にも これ と同様 の現象が起ると
考え,Kesse1も この意見に賛意を表 し てい
る.更 にKesse1は先にあげたBumpus及 び
Mannの 症例 に見 られた術後肺転移巣が一 時
増大又は新生 してか ら消失 した と言 う現象に対
す る説明 として,手 術 に より流血 中に出た腫瘍
細1泡が肺 に到着 して,時 には一時転移巣を新生
せ しめ るが,や が て抗体 の産生が行われるに従
つて,転 移巣 の消失 を見 るのであ るとのべてい
る.
これ に対 しSaphir(1947)は腫 瘍細胞の肺
毛細管栓塞20例を組織学的に検 索 し,栓 塞を起
した細胞には線維化変性 及び硝 子化変性が起っ
て,腫 瘍細胞に置 き換わ るものであることを確
か めてい る.又BartleyandHultquist(1950)
によると,副 腎腫 には組織学的 に硝子化変性,
Ca沈 着及び線維化 な ど広義 の搬痕化す る傾向
が強い もので,こ れが 自然 治癒 の可能性 を示す
ものであ る.
以上諸家の説 よ り推論 出来 る事は,元 来副腎
腫その ものに強 い退化傾向があ るのに,更 に手
術に よる腫瘍細胞 の血中への流出が腫瘍に対す
る抗体 の産生を促進 し,こ の抗 体が特に変性の
起 しやす い肺毛細 管に栓 塞を起 した腫瘍細胞を
破壊 するもの と考え られ るのである.し かしこ
の現 象を確実に説明す る事実 は未だ全 く不明と
言つ てよい.




(Wilms腫瘍)の 様に,成 功す る確率は高い
のであるが,腫 瘍腎の捌除だけで も転移巣は治
癒 する可能性が あるもので あるか ら,放 置して
お くのも不合理 な事では ない.
結 語
以上肺転移を ともなえ る副腎腫 の1例 に於
て,そ の原発巣別除後,肺 転移巣 が全 く自然に































































































第3図:大 動 脈 レ線 像
右 腎 内動脈 枝 の 走行 は 異常 で あ り,Pooling
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第5図:別 除した右腎の割面
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第6図:別 除腫瘍の組織像
第7図:腎 別除術後18ヵ月目の胸部レ線像
